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【内容要旨】（１，２００字以内） 
【背景】膝前十字靱帯再建術において，より適切な位置に大腿骨骨孔を作製す

ることが重要である．これまで outside-in	法で大腿骨骨孔を作製してきたが，

貫通孔の場合は移植腱が骨孔内で異常可動性を生じ，骨孔拡大や移植腱と骨孔

の癒合不全を生じる可能性があった．この問題点を補うべく，逆行性ドリルを

用いて必要最小限の長さのソケット孔を掘削し，移植腱を密着させるより低侵

襲なソケット孔法に変更した．本研究の目的は，貫通孔群とソケット孔群の術

後臨床成績および MRI 画像での靱帯のリモデリング，骨孔壁と移植腱の癒合に

ついて検討することである．	

【対象と方法】2008 年から 2015 年に同一術者（著者）により解剖学的二重束

ACL 再建術が行われた 108 例 108 膝を対象とした．貫通孔群 79 膝，ソケット孔

群 29 膝，手術時平均年齢は貫通孔群 21.9（12〜50）歳，ソケット孔群 26.2（14

〜53）歳であった．再建術後 1年時の Lachman	test	陽性率，pivot	shift	test	

陽性率，KT-1000（20lb）による患健側差および再断裂率について調査した．ま

た術後 6か月，1年に MRI 画像を撮像し得た貫通孔群 20 膝，ソケット孔群 7膝

において前内側線維束（AMB）および後外側線維束（PLB）の移植腱実質部の信

号強度変化	(SIR)と，大腿骨骨孔の関節内開孔部の骨孔壁と移植腱間の高信号

領域の出現率について調査した．統計学的解析には Mann-Whitney の U 検定，

Spearman の順位相関，カイ二乗検定および Fisher	直接確率計算法を用い，有

意水準を 5%未満とした．		

【結果】術後の膝安定性，再断裂率では両群間に有意差は認めなかった．MRI

画像における各線維束の SIR は，両群間および術後 6か月と 1年で有意差を認

めなかった．各線維束のそれぞれの SIR は術後 6か月から術後 1年で低下を認

めた．骨孔壁と移植腱間の高信号領域は，ソケット孔群では認めず，貫通孔群

との間に有意差を認めた．		

【考察】術後1年までの両群の臨床成績は共に安定し満足するものであり有意

差は認めなかったものの，両群の比較からより低侵襲なソケット孔群では，骨

孔壁と移植腱の癒合が早期に完成する所見がMRIではじめて明らかとなり，移植

腱のより安定した生着，長期にわたる機能維持に貢献する可能性が示唆された．	

	




	論博・医博乙594鈴木
	論博・医博乙594（審査結果）

